
テ
ク
ノ
エ
ー
ス

　
テ
ク
ノ
エ
ー
ス
は
鉄
道
車
両
製

造
会
社
出
身
の
有
志
が
集
ま
り
設

立
。
車
両
全
般
の
基
本
設
計
・
生

産
設
計
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｌ
の
復
元

な
ど
に
も
携
わ
る
。

　
鉄
道
用
特
殊
ハ
シ
ゴ
は
鉄
道
車

両
を
熟
知
し
た
同
社
が
軌
道
や
線

路
条
件
な
ど
に
合
わ
せ
製
造
す
る

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
品
で
、
多
数
の

駅
や
車
両
に
常
備
さ
れ
て
い
る
。

　
中
で
も
「
鉄
道
車
両
用
非
常
脱

出
ハ
シ
ゴ
」
は
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト

な
伸
縮
式
。
簡
単
な
操
作
で
、
だ

れ
で
も
取
り
付
け
で
き
る
。
手
す

り
付
き
な
の
で
、
非
常
時
で
も
前

を
向
い
た
安
全
な
脱
出
が
可
能

だ
。
新
幹
線
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

ほ
か
国
内
外
の
鉄
道
会
社
か
ら
も

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
機
構
を
応
用
し
た

各
種
ハ
シ
ゴ
な
ど
の
オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
も
行
っ
て
お
り
、
手
す
り
な

し
タ
イ
プ
は
官
公
庁
で
多
く
の
採

用
例
を
持
っ
て
い
る
。

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

　
あ
す

日
、
東
北
新
幹
線
は
開
業

周
年
を
迎
え
る
。
１
９
８
２
年
６
月

日
、
大
宮
―
盛
岡
間
の
開
業
が
東
北
新
幹
線
の
始
ま
り
だ
。
昨
年
３
月
に
は
東
日

本
大
震
災
と
い
う
開
業
以
来
、
最
大
と
も
い
え
る
危
機
も
あ
っ
た
が
、
事
故
を
発

生
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
わ
ず
か
１
カ
月
半
と
い
う
短
い
期
間
で
復
旧
を
果
た

し
た
。
首
都
圏
と
東
北
地
方
を
結
ぶ
大
動
脈
、
東
北
新
幹
線
は
旅
客
に
こ
れ
か
ら

も
安
全
と
快
適
な
移
動
空
間
を
提
供
し
て
い
く
。

２００系と最新型のＥ５系

安
全
、
快
適
で
環
境
に
も
配
慮
Ｅ
５
系
２
０
０
系
記
念
列
車
あ
す
運
行

２００系はフロントスカート部
に付いたスノープラウが特徴的

震
災
被
災
か
ら
も
迅
速
に
復
旧
日
本
が
世
界
に
誇
る
技
術
力

首
都
圏
と
東
北
を
む
す
ぶ
大
動
脈
東
北
新
幹
線
あ
す
開
業
周
年

山
崎
機
械
製
作
所

　
山
崎
機
械
製
作
所
は
滋
賀
県

湖
南
市
と
高
知
県
室
戸
市
に
事

業
所
を
持
つ
型
打
鍛
造
メ
ー
カ

ー
。
型
打
鍛
造
の
中
で
も
長
年

の
経
験
と
技
術
の
継
承
が
必
要

な
エ
ア
ス
タ
ン
プ
ハ
ン
マ
ー
に

よ
る
鍛
造
に
特
化
し
た
「
鍛
造

の
プ
ロ
集
団
」
だ
。

　
「
小
ロ
ッ
ト
・
多
品
種
」
の

生
産
体
制
を
確
立
し
、
鉄
道
車

両
を
は
じ
め
、
建
設
機
械
・
船

舶
・
耐
震
免
震
用
建
築
金
物
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
向
け
て

鍛
造
品
を
供
給
し
て
い
る
。

　
１

―
８

の
エ
ア
ス
タ
ン

プ
ハ
ン
マ
ー
を

台
保
有
し
、

１

―
１
３
０
０

の
型
打

鍛
造
品
を
月
産
３
５
０
０

以

上
生
産
す
る
能
力
を
持
つ
。
ま

た
同
業
他
社
と
は
異
な
る
製
造

ラ
イ
ン
を
構
築
し
て
お
り
、
難

し
い
形
状
や
大
き
さ
の
製
品
で

も
１
ヒ
ー
ト
で
鍛
造
が
可
能

だ
。
　

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月２２日 金曜日 　　

　
東
北
新
幹
線
は

年

月
、
「
ひ
か
り
は
北
へ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
起
工
さ

れ
た
。

年
６
月
に
大
宮
―

盛
岡
で
暫
定
開
業
し
、
同
年

月
に
本
開
業
と
な
っ
た
。

年
に
は
上
野
―
大
宮
間
が

開
業
、

年
６
月
に
東
京
―

上
野
間
が
開
業
し
た
こ
と

で
、
東
京
駅
に
乗
り
入
れ
を

果
た
し
た
。
２
０
０
２
年
に

は
八
戸
―
盛
岡
間
が
開
業
、

年

月
の
新
青
森
―
八
戸

間
の
開
業
を
も
っ
て
、
東
北

新
幹
線
は
全
線
開
業
と
な
っ

た
。

　

年
、
開
業
当
時
の
列
車

は
「
や
ま
び
こ
」
「
あ
お

ば
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

た
。
車
両
に
使
わ
れ
て
い
た

の
は
「
２
０
０
系
」
と
呼
ば

れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
最

高
速
度
は
時
速
２
１
０

。
先
頭
車
の
ス
カ
ー
ト
部

に
は
除
雪
を
目
的
と
し
た
板

状
の
装
置
、
ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の

が
特
徴
。
ま
た
、
機
器
類
へ

の
雪
侵
入
を
防
止
す
る
た
め

の
ボ
デ
ィ
ー
マ
ウ
ン
ト
構
造

な
ど
、
厳
し
い
冬
の
気
候
で

も
、
安
全
に
、
快
適
に
、
そ

し
て
確
実
に
運
行
す
る
た
め

の
技
術
が
取
り
込
ま
れ
て
い

た
。
あ
す

日
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
は
開
業

周
年
記
念
臨
時

列
車
「
や
ま
び
こ
２
３
５

号
」
を
大
宮
―
盛
岡
間
で
運

転
す
る
。
記
念
臨
時
列
車
の

運
転
に
は
開
業
当
時
の
２
０

０
系
車
両
が
使
用
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
現
在
、
東
北
新
幹
線
に
お

い
て
国
内
最
速
の
時
速
３
０

０

で
運
転
さ
れ
て
い
る

車
両
が
愛
称
「
は
や
ぶ

さ
」
、

年

月
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
新
型
高
速
新
幹
線
電

車
「
Ｅ
５
系
」
。
こ
の
車
両

は
日
刊
工
業
新
聞
社
が
主
催

し
て
い
る
日
本
産
業
技
術
大

賞
で
今
年
、
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
。

　
日
本
の
新
幹
線
技
術
の
粋

を
集
め
て
製
作
さ
れ
た
Ｅ
５

系
は
そ
れ
ま
で
の
最
高
速
度

だ
っ
た
Ｅ
２
系
の
時
速
２
７

５

よ
り
も
早
い
最
高
速

度
、
時
速
３
０
０

で
あ

り
な
が
ら
、
フ
ル
ア
ク
テ
ィ

ブ
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
や
車
体

傾
斜
装
置
の
採
用
、
座
席
シ

ー
ト
の
ピ
ッ
チ
拡
大
な
ど
で

車
内
静
粛
性
や
乗
り
心
地
と

い
っ
た
快
適
性
は
向
上
し
て

い
る
。
フ
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ

ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
車
体
傾
斜

装
置
は
こ
れ
ま
で
に
も
採
用

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同

時
に
併
用
さ
れ
て
き
た
の
は

Ｅ
５
系
が
初
め
て
だ
。

　
ま
た
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
風
洞
実
験
、
そ
れ
に
試

験
走
行
の
積
み
重
ね
で
生
ま

れ
た
「
ロ
ン
グ
ノ
ー
ズ
」
と

呼
ば
れ
る

の
長
い
鼻
の

よ
う
な
形
状
を
し
た
先
頭
部

部
分
や
、
台
車
を
カ
バ
ー
で

覆
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
パ

ン
タ
グ
ラ
フ
の
す
り
板
部
分

形
状
変
更
な
ど
の
技
術
で
空

力
音
や
機
械
音
な
ど
の
騒
音

や
振
動
を
減
少
さ
せ
て
お

り
、
環
境
性
能
も
大
き
く
向

上
し
て
い
る
。

　
素
材
の
軽
量
化
や
高
精
度

・
超
精
密
の
加
工
技
術
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
さ

ら
に
は
分
析
・
解
析
技
術
な

ど
、
携
わ
る
メ
ー
カ
ー
間
の

協
力
に
よ
っ
て
安
全
、快
適
、

高
速
、
そ
し
て
環
境
に
も
配

慮
し
た
現
在
の
世
界
に
誇
る

新
幹
線
を
生
み
出
し
た
。

「
東
北
新
幹
線
で

の
移
動
時
間
は
快

適
。
仕
事
に
も
息

抜
き
に
も
使
え

る
」
と
車
内
で
出

張
用
資
料
を
読
む

サ
イ
ト
ウ
製
作
所

の
齋
藤
社
長

　
首
都
圏
と
東
北
を
つ
な
ぐ

大
動
脈
と
な
っ
た
東
北
新
幹

線
の
開
通
で
東
北
ま
で
の
ビ

ジ
ネ
ス
ト
リ
ッ
プ
は
効
率
化

し
た
。
小
径
精
密
工
具
メ
ー

カ
ー
、
サ
イ
ト
ウ
製
作
所
の

齋
藤
智
義
社
長
も
ビ
ジ
ネ
ス

で
新
幹
線
を
利
用
す
る
経
営

者
の
１
人
。
同
社
の
角
田
工

場

宮
城
県
角
田
市

に
行

く
た
め
、
少
な
い
月
で
１

回
、
多
い
月
に
は
５
回
、
乗

車
す
る
。
大
宮
―
白
石
蔵
王

間
の
１
時
間
半
は
齋
藤
社
長

に
と
っ
て
貴
重
な
時
間
だ
。

行
き
は
必
ず
車
内
誌
を
読

む
。
ま
た
、
新
聞
を
じ
っ
く

り
読
ん
だ
り
、
本
を
読
ん
だ

り
し
て
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
あ

る
そ
う
だ
。

　
東
北
新
幹
線
で
の
移
動
が

癒
し
に
な
る
こ
と
も
。
「
気

い
や分

で
景
色
が
見
た
い
時
に
は

２
階
席
に
座
る
。
座
る
側
は

進
行
方
向
左
側
。
宇
都
宮
を

過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
は
秋
は

紅
葉
、
冬
は
雪
が
積
も
っ
た

山
な
ど
を
見
て
過
ご
す
」

同

と
か
。

　
昨
年
３
月

日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
本
震
は

東
北
新
幹
線
に
も
大
き
な
被

害
を
与
え
た
。
電
化
柱
の
折

損
や
架
線
の
断
線
な
ど
約
１

２
０
０
カ
所
、
在
来
線
は
約

４
４
０
０
カ
所
で
被
害
が
生

じ
た
と
い
う
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

は
震
災
以
降
、
復
旧
工
事
を

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
、
４
月
７

日
ま
で
に
そ
れ
ら
の
９
割
以

上
の
修
復
を
完
了
。
そ
の
後

も
余
震
で
一
進
一
退
は
あ
っ

た
が
、
４
月

日
、
本
震
か

ら
約
１
カ
月
半
で
全
線
運
転

を
再
開
さ
せ
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
旅
客
に
と
っ

て
、
こ
の
迅
速
な
復
旧
は
何

よ
り
も
あ
り
が
た
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
齋
藤
社
長
は

「
震
災
で
事
故
を
起
こ
さ
な

か
っ
た
の
は
驚
愕
に
値
す

き
ょ
う
が
く

る
。
仙
台
駅
の
被
害
は
甚
大

だ
っ
た
。
し
か
し
私
た
ち
の

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
復
旧
に

こ
ぎ
つ
け
た
関
係

者
の
努
力
に
は
頭
が
下
が

る
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
影
響
も
最
小
限
に

留
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
東

北
で
新
幹
線
が
運
行
さ
れ
て

い
る
意
味
の
大
き
さ
を
再
認

識
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
安
全
で
、
定
時
運
行
し
て

い
る
新
幹
線
の
裏
で
は
多
く

の
人
が
そ
の
実
現
の
た
め
に

働
い
て
い
る
。
「
私
は
海
外

で
も
高
速
鉄
道
に
乗
る
機
会

が
あ
る
。
海
外
の
高
速
鉄
道

と
比
較
し
て
、
日
本
の
新
幹

線
は
安
心
・
快
適
さ
で
群
を

抜
い
て
い
る
。
海
外
の
お
客

さ
ま
を
角
田
工
場
に
案
内
す

る
と
き
、

新
幹
線
は
私
た

ち
日
本
人
の
誇
り

と
自
慢

話
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
い

る
自
分
に
気
付
く
」
と
齋
藤

社
長
は
笑
う
。

　

年
に
わ
た
っ
て
東
北
新

幹
線
が
安
全
で
、
快
適
で
、

そ
し
て
定
時
運
転
し
て
い
る

の
は
車
両
・
部
品
メ
ー
カ

ー
、
施
設
・
設
備
メ
ー
カ

ー
、
建
設
会
社
、
工
事
会
社

な
ど
、
新
幹
線
を
支
え
る
協

力
企
業
の
高
い
技
術
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
。
新
幹
線
は

こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
の
誇

り
で
あ
り
続
け
る
。
　


